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概要： 近年、磁性体中のスピンが示す確率的挙動を利用した物理コンピューティング分野に注目
が集まっており、スピントロニクスの知見に基づいた演算素子が実験的に開拓されつつある。本研
究では、マイクロ波測定および超高速分光技術を駆使し、スピン歳差運動の波であるスピン波（マ
グノン）のダイナミクスを観測・制御することで、スピンダイナミクスと揺らぎの物理を体系的にまとめ
上げると共に、非線形励起に基づくスピントロニクスの新たな応用展開を推進する。

作成者： 齊藤 英治（東北大AIMR）

コアメンバー： 齊藤グループ（東北大AIMR, 東京大学）、Ｂａｕｅｒグループ（東北大
AIMR/金研）

期待される研究成果：マイクロ波技術

および高速光学測定技術をスピントロ
ニクスと融合することで、磁性体ドット中
のスピンダイナミクスの疑似確率分布
の観測（トモグラフィ）が期待される。本
プロジェクトは実験・理論の両面におい
て当分野の第一線で研究を行うメン
バーから構成されており、高い国際競
争力をもって研究を遂行可能である。
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研究成果（実施状況）： 磁性体中の磁化ダイナミ
クスをスピン流生成現象であるACスピンポンピン
グと、その電圧測定を可能とする逆スピンホール
効果を用いて測定し、出力電圧の確率分布をもと
に、磁化状態を測定する磁化状態トモグラフィ法
の実験的実証に成功した。実験では、薄膜の磁
性ガーネットY3Fe5O12(YIG)中の磁化ダイナミクスを
マイクロ波磁場によって非線形励起し、磁化ダイ
ナミクスの確率分布を調べた。この結果、従来取
得が不可能であったマグノンの密度行列と疑似
確率分布関数（Wigner関数）の取得に成功し、非
線形励起がマグノンのコヒーレント状態を形成す
るということを確認した。非線形スピンダイナミクス
の観測手法が確立したことで、さらなる新現象の
発見が数多く期待される。
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